
功臣・名士墳墓竝名所旧跡調（明治４４年） 

 
 明治４４年１１月１１日から１４日まで、特別大演習が福岡県（久留米、大

本営・明善中学）・佐賀県で（鳥栖周辺）行われ、明治天皇は統監のため行幸さ

れました。 
 この大演習の概要は久留米市史に記載されています。 
  
陸軍は、特別大演習を明治４４年（１９１１）１１月１１日より、久留米市

付近を舞台に実施した。演習両軍の編組は、次のとおりであった。 
 南軍 軍司令官 陸軍大将長谷川好道 
     第六師団、第十八師団、軍電話隊 
 北軍 軍司令官 陸軍大将川村影明 
     第十二師団、後備混成第十二旅団、軍電話隊 
 大演習統監のため、明治天皇は、同月十日久留米市に到着、皇族・文武官・

外国武官および市民が奉迎した。大本営には県立中学明善校が当てられ、校舎

の東南隅に新築した建物が行在所となった。 
 十一日、南軍は、山鹿および南関付近から、北軍は、田代および松崎付近か

ら対進し、両軍は、福島および羽犬塚付近において遭遇戦を交えた。その後北

軍は、筑後川北方に退却、主力を鳥栖およびその東方に集結した。南軍は、北

軍を追撃して筑後川の線に進出した。十二日、北軍は、夜半更に後退、木山口

に陣地占領した。南軍は、払暁筑後川を渡河し、北軍を追撃した。十三日夜半、

南軍は荒木川左岸に退却し、同地付近に陣地を占領した。北軍は、南軍を追撃

し、その前面近く進出した。十四日、両軍ともに払暁から攻撃を開始して決戦



を交え、午前８時４０分、演習は中止となった。十五日午前、久留米（牟田山）

練兵場において観兵式、同午後、工兵第十八大隊南側作業場において大宴会が

催され、これで特別大演習の日程はすべて終了した。 
 
 この特別大演習に関連して、さまざまな事業が行われました。 
 上覧（天皇がご覧になる）や献上・お買上の県産品。県実業奨励のための功労者へ

のご下問、侍従による現地視察。天覧（天皇がご覧のなる美術品）のための書画・刀剣

類が休憩所に展示されました。 
 
その際、佐賀県を紹介するための『県勢要覧』及び『佐賀縣寫眞帖』を編集

するため、及び贈位並叙位関係資料として、次のような内容の『明治４４年功

臣・名士墳墓竝名所旧跡調』がまとめられました。 
 

○ 功臣・名士の墳墓 
鴻儒        故 古賀 樸 （精里） 
鴻儒        故 古賀 穀堂 
鴻儒        故 草場 佩川 
鴻儒        故 草場 船山 
鴻儒竝（並び）勤王家 故 枝吉 經種（神陽） 
勤農家       故 成富 茂安 
鴻儒        故 谷口 中秋（藍田） 
鴻儒        故 石田 一鼎 
勤王家       故 鍋島 直正 
篤学        故 多久 茂文 
忠臣        故 古川 與一（松根） 
名士        故 江藤 新平 
舊（旧）唐津藩祖主   故 寺澤 廣高 
有田焼磁気創始者   故 李  三平 
                         外 １４名 
そのなかで成富茂安の事績概要は次の通り記載されています。 
勤農家 故 成富 茂安 

 成富茂安ハ永禄三年佐賀郡益田ニ生ル幼ニシテ穎悟（えいご）歳十七始テ軍ニ

従ヒ功ヲ樹ツ年三十三征韓（注 ママ）ノ軍ニ従フ爾来内外ノ戦場ニ馳驅（ちく）

スルコト数十年其ノ武勇世ニ稱セラル天下稍々平定スルニ及ヒ茂安經國濟民ノ

策ヲ講シ大ニ水利土木ノ事業ヲ起シタリ就中佐賀郡多布施川石井閘（こう 石井樋）

ノ如キ巧ニ水ヲ疏通シ以テ之ヲ市内ニ導キ灌漑飲用ノ両方ニ共ス爾来幾百年大



旱ニモ涸レス遙霖ニモ溢レス郡市ノ人民永ク恵澤ニ浴セリ其他或ハ三養基郡千

歳川ノ沿岸ニ十二年ノ星霜ヲ費シテ三里餘ノ長堤ヲ築キ或ハ神埼郡蛤岳ニ七百

餘間ノ水路ヲ堀鑿シ或ハ芦刈水道ヲ疏通シ或ハ永池、焼米ノ溜池ヲ築キ或ハ桃

ノ川ニ馬頭桶樋ヲ設ケル等其土地ヲ改良シ水田ヲ起シ後世其徳澤ヲ蒙ルモノ甚

タ多シ寛永甲戌九月八日歿ス享年七十五明治二十四年佐賀郡ノ人相議リ水功碑

ヲ多布施川石井閘ノ傍ニ建テ以テ後人ヲシテ其ノ徳ヲ頌セシム 

 
（成富茂安・原文） 

 
 
○ 名所舊（旧）蹟 
三養基郡                 
縣社 千栗神社 
神埼郡 
蓮池公園 
縣社 櫛田神社 
佐賀郡 
佐賀城址 
神野茶屋 
石井閘（注 石井樋） 
縣社 松原神社 
小城郡 
櫻岡公園 
多久聖廟 



東松浦郡 
唐津公園 
虹ノ松原 
名古屋（護 注 ママ）城址 
藤津郡 
鹿嶋（島 注 ママ）公園 
縣社 祐徳神社 

 
そのなかで佐賀城址は次の通り説明されています。 
 佐賀市赤松町ニ在リ龍造寺兼家ノ築ク所ナリ慶長十二年其ノ族鍋島直茂之ヲ

受ケ更ニ規模ヲ擴張シ其ノ居城トナス子孫相享ケ以テ明治維新ニ至ル其ノ後明

治七年ノ役ニ於テ兵燹ニ罹リ殆ト烏有ニ歸シ只僅ニ本丸ノ内書院及び御居間ト

稱セル一部ト鯱門トヲ遺スノミ其ノ門扉ニハ今彈痕ヲ存セリ 

 
○ 工場及事業地 
 ・谷口鐵工場      鐵物及鋳機械器類製作 
 ・香蘭社合名會社工場  陶磁器製造 
 ・眞崎鐵工場      製麺機製作 
 ・眞水耕地整理     耕地整理ニ伴ヒ蒸汽揚水機設置 
 ・相知炭坑       石炭採掘 
 ・佐賀セメント會社工場 セメント製造 
  
 


